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PRESS RELEASE 
（2022/11/22） 

 

報道関係者各位 
 

 

原発事故後 10 年間の森林⼟壌中の 
放射性セシウム動態を解明 

－ほとんどが鉱質⼟層表層に移動し、留まり続ける－ 
 
ポイント 
・福島第⼀原⼦⼒発電所の事故後、10 年間調査を⾏い、森林⼟壌中の放射性セシウム（セ

シウム 137）の分布や動きを明らかにしました 
・ほとんどの放射性セシウムが、時間の経過と共に鉱質⼟層の表層に移動し、現在ではほ

ぼ動かなくなっています 
・本成果は、今後の被災地の森林管理や放射性セシウムの⻑期動態予測に役⽴ちます 
 

概要 
国⽴研究開発法⼈森林研究・整備機構森林総合研究所の研究グループは、原発事故による汚染の

程度や優占樹種の異なる10地点の森林を対象に、事故後10年間継続して落葉層・鉱質⼟層を調査
し、放射性セシウムの分布や動きを明らかにしました。 

その結果、10年間で落葉層における放射性セシウム蓄積量は減少し、深さ5 cm以内の鉱質⼟層表
層に移動していることがわかりました。また現在では、鉱質⼟層表層の放射性セシウム蓄積量の増
加は、ほとんどの調査地において⽌まり、ほぼ⼀定値になっていました。そして、樹⽊による⼟壌
からの放射性セシウムの吸収量と落葉などによる地表への放射性セシウムの移動量が釣り合って
きていることが推定されました。これほど多地点において⻑期的に⾏われた信頼性の⾼い調査は、
世界的にも類を⾒ない、⾮常に貴重なものです。今回の成果は、今後の被災地の森林管理⼿法の検
討や、森林内の放射性セシウムの動態や将来の林産物の濃度の予測に活⽤されることが期待され
ます。 

本研究成果は2022年8⽉2⽇に、Journal of Environmental Radioactivity誌にオンライン掲載されま
した。 

 

背景 
2011 年 3 ⽉に発⽣した東京電⼒福島第⼀原⼦⼒発電所事故によって森林⼟壌を汚染した放射性

セシウムは、森林整備や林業の制限・停滞など様々な問題を引き起こしています。特にセシウム
137 は半減期が約 30 年と⻑いため、今後も⻑期に渡ってその影響が継続すると考えられます。今
後の被災地での林業再⽣に向けた森林管理⼿法を検討していくためには、森林⼟壌中の放射性セ
シウムの分布や動きを⻑期的なデータに基づいて評価することが⽋かせません。しかし、原発事故
による汚染程度の違いや森林を構成する樹種の違いを考慮した森林⼟壌中の放射性セシウムデー
タは、我が国はもとよりチョルノービリ（チェルノブイリ）原発事故後のヨーロッパ各国において
もほとんど得られていません。 

 

内容 
本研究では、原発事故による汚染程度の異なる福島県川内村・⼤⽟村・只⾒町ならびに茨城県⽯

岡市のスギ・ヒノキ・コナラ・アカマツがそれぞれ優占する森林の計 10 林分を対象に調査しまし
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た。落葉層と鉱質⼟層（図 1）に存在する放射性セシウムの濃度と蓄積量を、2011 年 8 ⽉から継続
して測定しました。 

事故から 5 年後の時点では、落葉層の放射性セシウム蓄積量は減少傾向を⽰し、深さ 5 cm まで
の鉱質⼟層表層の放射性セシウム蓄積量は増加傾向にあることから、事故後初期に落葉層に存在
していた放射性セシウムが時間経過と共に鉱質⼟層表層に移動していたと推定されています（*1）。
今回、その後も含めた計 10 年間の変動を複数のモデルを使⽤して解析したところ、多くの調査地
で鉱質⼟層表層の放射性セシウム蓄積量の増加が⽌まり、ほぼ⼀定値になっていることが明らか
になりました（図 2）。 

最近、⼀部の森林の⽊材中の放射性セシウム濃度は、事故後数年間では増加傾向にあったもの
の、増加がほぼ停⽌あるいは減少に転じたことが報告されました（*2）。このこともあわせて考え
ると、根を通して⼟壌から樹⽊に吸収される放射性セシウム量と、落葉などによって樹⽊から⼟壌
にもたらされる放射性セシウム量とが釣り合っている状態（平衡状態）となっていると考えられま
す。 

さらに今回の調査期間では、放射性セシウムの鉱質⼟層表層から下層（5〜20 cm）への移⾏は認
められませんでした。これは、鉱質⼟層表層に含まれる粘⼟鉱物が、放射性セシウムを強く固定す
るためと考えられます。 

以上の放射性セシウム濃度や蓄積量の変化は、過去に⾏われた森林内の放射性セシウムの動き
を予測するモデルでも予想されており（*3）、その結果と整合しました。そして放射性セシウムは
今後も⻑期に渡って、鉱質⼟層表層に留まり続けることが推定されます。 

 

今後の展開 
本研究で得られた放射性セシウムの多地点における⻑期間のデータは信頼性が⾼く、世界的に

も⾮常に貴重であり、今後の森林管理⽅法の検討や、⻑期の放射性セシウムの動態予測に⼤きく貢
献すると期待されます。⼀⽅で、根を通じた⼟壌中の放射性セシウムの吸収量や、落葉などによっ
て樹⽊から⼟壌にもたらされる放射性セシウム量といった、森林内を循環する放射性セシウムの
実態が不明なため、今後これらを明らかにして将来の林産物の放射性セシウム濃度の予測精度を
向上させる必要があります。この他、調査地による放射性セシウムの蓄積量や変動幅の違いが何に
起因しているのかなど、未だに明らかになっていないことも多く、引き続き観測と研究を続けてい
くことが必要です。 

 

論⽂ 
論⽂名 Ten-year trends in vertical distribution of radiocesium in Fukushima forest soils, Japan 

著者名 MANAKA Takuya(眞中卓也)、KOMATSU Masabumi(⼩松雅史)、SAKASHITA Wataru(坂
下渉)、IMAMURA Naohiro(今村直広)、HASHIMOTO Shoji(橋本昌司)、HIRAI Keizo(平
井敬三)、MIURA Satoru(三浦覚)、KANEKO Shinji(⾦⼦真司)、SAKATA Tadashi(阪⽥匡
司)、SHINOMIYA Yoshiki(篠宮佳樹) 

掲載誌 Journal of Environmental Radioactivity 

ＤＯＩ https://doi.org/10.1016/j.jenvrad.2022.106967 

研究費 林野庁受託事業「森林内における放射性物質実態把握調査事業」、森林総合研究所交
付⾦プロジェクト「森林・林業・⽊材における放射線影響に関する基礎的研究」など 

 

注釈 
*1 以下のプレスリリースを参照してください 

福島第⼀原発事故後の森林内の放射性セシウムの動態を解明 

−5 年間で樹⽊の葉や幹から⼟壌表層へ移動− 

https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2017/20170920/documents/20170920press.pdf 
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*2 以下のプレスリリースを参照してください 

⽊材中の放射性セシウム（セシウム 137）濃度、増加の頭打ちあるいは減少への転換を確認 

−原発事故後 10 年間の観測と解析− 

https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2022/20220804/index.html 

 

*3 以下のプレスリリースを参照してください 

最新のデータとモデルから森林内の放射性セシウムの動きを将来予測 ―森林の中での動きが平
衡状態に近づいている― 

https://www.ffpri.affrc.go.jp/press/2020/20200206/index.html 

 

 

お問い合わせ先 
【研究に関するお問い合わせ】 

森林総合研究所 ⽴地環境研究領域 養分動態研究室 

主任研究員 眞中卓也 

 

【報道に関するお問い合わせ】 

森林総合研究所 企画部広報普及科広報係 

Tel：029-829-8372 E-mail：kouho@ffpri.affrc.go.jp 

 

 

 

 

本資料は、農政クラブ、農林記者会、林政記者クラブ、筑波研究学園都市記者会、
福島県県政記者クラブに配付しています。 
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図、表、写真等 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 森林⼟壌の断⾯の様⼦  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 落葉層および鉱質⼟層表層（深さ 0〜5 cm）の放射性セシウム蓄積量の経年変化。スギ林の結
果のみを抜粋。〇は観測値を、線と帯はそれぞれ回帰曲線と 80%信頼区間を表す 
 
 


